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審 議 結 果 報 告
9 月 定 例 会

議案番号 議　　案　　名 議決内容

諮問第2号 人権擁護委員の候補者の推薦について 適任と決定

諮問第3号 人権擁護委員の候補者の推薦について 適任と決定

諮問第 4号 人権擁護委員の候補者の推薦について 適任と決定

議案第26号 令和 8年度宮若市一般会計補正予算（第1号）について 原案可決

認定第1号 令和7年度宮若市一般会計歳入歳出決算認定について 原案認定

認定第2号 令和7年度宮若市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定

認定第3号 令和7年度宮若市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定

認定第 4号 令和7年度宮若市吉川財産区特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定

認定第5号 令和7年度宮若市下水道事業会計決算認定について 原案認定

認定第 6号 令和7年度宮若市簡易水道事業会計決算認定について 原案認定

認定第 7号 令和7年度宮若市水道事業会計決算認定について 原案認定

議員提出議案
第2号 地方財政の充実・強化に関する意見書 原案可決

議員提出議案
第3号 非核三原則の堅持を求める意見書 原案可決

議員提出議案
第 4号 福岡県運営の適正化等を求める意見書 原案可決

議会改革特別委員会の設置について 可　決

◆賛否の分かれた議案	 ○：賛成　×：反対

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

氏名

議案

弓
削
田
　
敬

浅
尾
　
加
奈
子

遠
藤
　
大
祥

神
谷
　
芳
之

松
尾
　
竜
彦

舌
間
　
正
治

竜
口
　
浩
一
郎

松
岡
　
史
倫

藤
春
　
優
二

清
水
　
健
太
郎

山
元
　
秀
一

染
矢
　
正
次

安
河
　
英
幸

谷
口
　
重
隆

神
谷
　
喜
久
雄

令和8年度宮若市一般会計補正予算（第1
号）について※1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

地方財政の充実・強化に関する意見書※2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

非核三原則の堅持を求める意見書※3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
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人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

次
の
方
を
適
任
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

川か
わ　

波な
み　

留る　

美み 

氏
（
再
任
）

　
　
　
　

和わ　

田だ　
　
　

修
お
さ
む 

氏
（
再
任
）

　
　
　
　

才さ
い　

田た　

衣き
ぬ　

恵え 

氏
（
再
任
）

議案第 26号　令和 8年度宮若市一般会計補正予算（第 1号）について【可決】

※ 1	 反対討論（神谷　喜久雄議員）
理解のできない予算計上の内容であるため、反対する。

	 賛成討論（弓削田　敬議員）
十分理解できる内容だと思っている。

議員提出議案第 2号　地方財政の充実・強化に関する意見書【可決】

※ 2	 反対討論（山元　秀一議員）
本意見書案の決議という議会の意思表示が、市職員組合の活動として行われているという行為の正当性に疑問を禁じ
得ない。本来、地方財政に係る国への支援要請等の決議たるものは、地方における諸課題への対応や、地域活性化に
繋がる事業への支援として行うべきものでなければならない。また、不適切行為との疑念を生じる活動に賛同すること
に懸念を感じる。さらに、減税に反対する勢力から意見書が利用され、国民の利益を損なう可能性が否定できない。

	 賛成討論（松岡　史倫議員）
本意見書は、地方自治体を取り巻く環境が変化し行政需要が多様化・高度化する中、物価高騰等によるコストの増加
に見合った一般財源総額の確保と地方財政の充実強化を国に求めるものであり、十分な財源がなければ市民生活に直
結する行政サービスに影響が及びかねない。また、地方自治体が直面する幅広い財政課題について、国に必要な措置
を求める内容となっており、その実情を国に届け、必要な措置を求めていくことも地方議会の重要な役割と考える。

議員提出議案第 3号　非核三原則の堅持を求める意見書【可決】

※ 3	 反対討論（山元　秀一議員）
高市総理は非核三原則を堅持すると答弁しており、本意見書案は何ら有効的な効果を発揮するものではない。また、
安全保障上の懸念が高まる中、自公連立を解消した公明党議員のみが提出する議案にこのタイミングで賛同すること
は、間違ったメッセージを与え周辺諸国を利する恐れがある。今は安易な妥協ではなく法治国家として毅然とした態
度を示すべきであり、非核三原則の堅持そのものには賛同するが、宮若市議会の意見表明とすることには反対する。

	 賛成討論（安河　英幸議員）
非核三原則は持たず、作らず、持ち込ませずという我が国の基本的な考え方であり、今回の意見書は、核兵器の
ない平和な世界の実現に向け、我が国が非核三原則を将来にわたって堅持することを国会及び政府に求めるもの
である。安全保障を巡る様々な課題があることは承知している。その上で、宮若市議会として、非核三原則を堅
持する意思を明確に示すことには意義があると考える。

令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

予
算
審
査
特
別
委
員
長　
松
岡　
史
倫

今
回
の
補
正
は
、水
田
農
業
担
い
手
機
械
導
入
支
援
事
業
補
助
金
、

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
み
や
わ
か
じ
ま
ん
補
助
金
の
追
加
等
を
行
う
も
の
で
す
。

主
な
補
正
内
容
は
、
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会計 補正前の額 補正額 補正後の額

一般会計 198億 5,100
万4千円

3,778万
6千円

198億 8,879
万円

主な補正内容
費目 金額 内容

農業
振興費

3,635万
4千円

認定農業者等に対し、コンバ
インやトラクターなど、農業
用機械の購入費用を補助す
るための水田農業担い手機
械導入支援事業補助金の追
加

観光費 143万
2千円

令和２年度の開催を最後に
途絶えていた「大門松祭」に
ついて、６年ぶりとなる復活
を支援し、地域の活性化を図
るためのＴＥＡＭみやわかじ
まん補助金の追加
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可決された意見書

いま、地方公共団体には、急激な少子・高齢化にともなう社会保障制度の整備、子育て施
策、人口減少下における地域活性化対策はもとより、DX の推進、脱炭素化、物価高騰対策
など、極めて多岐にわたる新たな役割が求められています。加えて、多発化する大規模災害
への対応も求められる中、地域公共サービスを担う人員は圧倒的に不足しており、職場にお
ける疲弊感は日々深刻化しています。

政府はこれまで「骨太方針」に基づき、地方一般財源の前年度水準を確保する姿勢を示し
てきました。しかし、物価高騰や資材・労務費の上昇による行政コストの増大、さらには慢
性的な人員不足を踏まえると、今後も引き続き一般財源総額の確保が求められます。

2026 年度地方財政計画は、物価高や人件費の増大に対応する内容となっていますが、
2027 年度政府予算及び地方財政の検討にあたっても、物価高騰や賃金上昇に伴う行政コス
トの増大を的確に反映し、社会全体で求められている賃上げ基調と相応する人件費の確保を
はじめ、一般財源総額のさらなる充実が図られる地方財政を実現するよう、以下の事項を求
めます。

記

1．社会保障の充実、地域活性化、自治体 DX、脱炭素化、物価高騰対策、教育の無償化、防
災・減災、地域公共交通の再構築など、増大する地方公共団体の財政需要を的確に把握する
とともに、それを支える人件費を重視しつつ、現行の水準にとどまらない、より積極的な地
方財源の確保・充実をはかること。

2．子育て対策、地域医療の確保、介護や生活困窮者の自立支援など、より高まりつつある
社会保障ニーズが自治体の一般行政経費を圧迫していることから、引き続き、地方単独事業
分も含めた、十分な社会保障経費の拡充をはかること。加えて、これらの分野を支える人材
確保にむけた自治体の取組を十分に支える財政措置を講じること。

3．地方交付税の法定率を引き上げるなどし、引き続き臨時財政対策債に頼らない、より自
律的な地方財政の確立に取り組むこと。また、地域間の財源偏在性の是正にむけては、所得
税や偏在性がより小さい消費税を対象に国税から地方税への税源移譲を行うなど、より抜本
的な改善を行うこと。

4．政府として減税政策を検討する際は、地方財政を棄損することがないよう、あらかじめ
「国と地方の協議の場」を活用するなどし、特段の配慮を行うとともに、地方財政への影響
が想定される場合は、確実にその補填を行うこと。

5．「地方創生推進費」として確保されている 1 兆円については、現行の財政需要において不
可欠な規模であることから、恒久的財源としてより明確に位置付けること。

6．自治体業務システムの標準化・共通化については、システム移行によって増額した各種
経費について、国の責任において必要な財源を補填すること。また、戸籍等への記載事項に
おける「氏名の振り仮名」の法制化や、マイナンバーカードを基盤とした健康保険証・運転

地方財政の充実・強化に関する意見書
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免許証との機能統合、自治体のサイバーセキュリティ対策強化など、自治体 DX にともなう
システム改修や事務負担、人件費の増大が想定される際は、十分な財政支援を行うこと。

7．地域の活性化にむけて、その存在意義が改めて重視されている地域公共交通について、公
共交通専任担当者の確保を支援するとともに、こども・子育て政策と同様、普通交付税の個
別算定項目に位置付け、一層の施策充実をはかること。

8．人口減少に直面する小規模自治体を支援するため、段階補正を拡充するなど、地方交付
税の財源保障機能・財政調整機能の強化をはかること。

9．自治体が実施する事業において、労務費の適切な価格転嫁が果たされるよう、引き続き、
必要な財政支援を行うこと。

以上、地方自治法第 99 条の規定に基づき、意見書を提出する。

提出先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、厚生労働大臣、国
土交通大臣、デジタル大臣、内閣府特命担当大臣（こども政策　少子化対策　若者活躍　男
女共同参画、共生・共助）
提出者　藤春 優二、竜口 浩一郎、遠藤 大祥

可決された意見書

非核三原則「核兵器を持たず、作らず、持ち込ませず」は、昭和 42（1967）年に当時の
佐藤榮作内閣総理大臣が国会で表明し、昭和 46（1971）年には衆議院においてその遵守に
言及した決議が可決されて以来、我が国の確固たる国是として位置付けられ、歴代内閣もこ
れを一貫して堅持してきた。

我が国は、世界唯一の戦争被爆国であり、広島・長崎の惨禍を二度と繰り返さないという
決意のもと、国際社会における平和と安全の維持、ひいては「核兵器のない世界」の実現に
向けて主導的な役割を果たすことが強く求められている。

本年 1 月には、被爆地である広島市議会において、この非核三原則の堅持を求める意見書
が全会一致で可決されるなど、地方自治体や国民の間からも、国是としての原則遵守を求め
る声が改めて高まっている。

近年の緊迫する国際情勢や安全保障環境の変化の中にあっても、非核三原則は我が国が平
和国家として歩むべき根幹であり、いささかも揺るがせにしてはならないものである。

よって、国会及び政府におかれては、核兵器のない平和な世界の実現を願う被爆地をはじ
めとする国民の思いをしっかりと受け止め、非核三原則を将来にわたって断固として堅持さ
れるよう強く要請する。

以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。
提出先　内閣総理大臣、外務大臣、衆議院議長、参議院議長
提出者　染矢 正次

非核三原則の堅持を求める意見書
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第
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号

１
．
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繕
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内
容
は

玄
関
の
自
動
ド
ア
や
、
空
調
の
故
障
に

使
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し
た
。

９
月
定
例
会

委
員
会
報
告

 

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長　
藤
春　
優
二

可決された意見書 福岡県運営の適正化等を求める意見書

今般、福岡県及び福岡県議会における海外視察や、議長・副議長選出を巡る一連の問題な
ど、県政運営に関する様々な報道や指摘がなされており、これにより、県政への信頼を揺る
がす事態となっている。

また、これらに関連して表明されたワンヘルス関連事業の凍結をはじめとする方針転換
は、民間経済への影響が危惧されるとともに、行政の最前線で真摯に職務を遂行する県職員
の間に不信や不安を招き、公務の円滑な執行への影響が強く懸念されるところである。県政
を預かる知事におかれては、県職員が安心してその能力を発揮できる組織環境を構築すると
ともに、県民の豊かな生活の実現のための重い政策責任を果たすことが強く求められる。

もとより、公費支出の妥当性、行政手続きの透明性並びに公務組織の安定に対する県民の
信頼は地方自治の根幹であり、その信頼の確保こそが、地方行政の安定と住民福祉の向上を
導くものである。

よって、本市議会は、福岡県に対し、指摘されている諸問題について丁寧な検証を行い、
早期の事態収拾と再発防止策を講じ、今後の県政運営の一層の適正化を求めるとともに、下
記の事項を速やかに履行されるよう強く要望する。

記

1．任意団体である議員連盟への公費支出の妥当性検証及び適正化を図ること。

2．凍結としたワンヘルス関連事業及びその予算過程の検証と透明化を図ること。

3．海外視察等指摘されている諸問題に対する検証と再発防止策を講じること。

4．一連の事案による影響を踏まえ、県職員が不安なく適正に職務に専念できる環境の整備
を行うこと。

5．県政において、透明性や公正性を確保した厳格な行政運営の徹底を図ること。

以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出する。

提出先　福岡県知事
提出者　議会運営委員会委員長　山元 秀一
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和
７
年
８
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、

緊
急
工
事
が
多
数
発
生
し
、
支
出
が
多

く
な
り
、
資
金
不
足
と
な
っ
た
た
め
で

あ
る
。

３
．
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
実
績
と

市
内
の
事
業
所
数
は

令
和
７
年
度
の
実
績
額
は
、
約

１
億
７
，
４
０
０
万
円
で
、
利
用
者
は
、

延
べ
人
数
で
１
，
６
０
０
人
。
市
内
に
は

７
つ
の
事
業
所
が
あ
る
。

４
．
退
院
促
進
事
業
の
内
容
と
実
績
は

事
業
内
容
は
、
概
ね
６
箇
月
以
上
の
長

期
入
院
患
者
で
、
病
状
が
安
定
し
て
お

り
、
受
入
れ
条
件
が
整
え
ば
退
院
可
能
な

方
に
対
し
て
、
施
設
等
へ
の
入
所
や
在
宅

生
活
へ
の
移
行
支
援
を
行
い
、
社
会
的
自

立
を
促
進
す
る
事
業
。
令
和
７
年
度
の
実

績
は
13
名
。

５
．
売
り
上
げ
の
高
か
っ
た
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
は

１
位
が
ヨ
ギ
ボ
ー
ク
ッ
シ
ョ
ン
、
２
位

が
ゴ
ル
フ
場
利
用
券
、
３
位
が
お
米
、
４

位
が
明
太
子
、
５
位
が
豆
乳
、
６
位
が
も

つ
鍋
と
な
っ
て
い
る
。

６
．
有
害
鳥
獣
駆
除
補
助
金
に
つ
い
て
、

捕
獲
数
が
最
も
多
い
有
害
鳥
獣
は

シ
カ
の
７
６
８
頭
で
あ
る
。

認
定
第
２
号

１
．
出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て
、
支
給

の
流
れ
を
伺
う

宮
若
市
か
ら
、
国
保
連
合
会
を
通
じ

て
、
直
接
医
療
機
関
に
支
払
う
流
れ
と
な

っ
て
い
る
。

認
定
第
３
号

１
．
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
数
の

推
移
は

令
和
７
年
度
末
の
被
保
険
者
数
に
つ
い

て
は
５
，
１
８
８
名
で
あ
り
、
団
塊
世

代
の
移
行
は
令
和
６
年
に
終
え
て
お
り
、

徐
々
に
減
っ
て
い
く
と
思
う
が
、
現
在
は

年
間
１
０
０
か
ら
２
０
０
名
程
度
増
加
し

て
い
る
。

認
定
第
５
号

１
．
資
本
的
収
入
に
お
け
る
他
会
計
出
資

金
に
関
し
て

特
定
収
入
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
消
費
税
の
節
税
効
果
が
見
込
め
、
経

営
の
健
全
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
令
和
７
年
度
に
お
い
て
は
、
一
般

会
計
か
ら
補
助
金
と
し
て
繰
り
入
れ
を
行

っ
て
い
る
う
ち
の
一
部
を
、
出
資
金
と
し

て
受
け
入
れ
て
い
る
。

認
定
第
６
号

１
．
損
益
勘
定
留
保
資
金
に
よ
る
補
填
が

出
来
な
か
っ
た
場
合
は
ど
う
な
る
の
か

剰
余
金
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
と

な
る
。

認
定
第
７
号

１
．
当
年
度
純
利
益
が
赤
字
と
な
っ
た
理

由
は工

場
か
ら
の
収
益
が
下
が
っ
た
こ
と
が

主
な
要
因
で
あ
る
。

認
定
第
１
号
、
２
号
、
３
号
、
４
号
、

５
号
、
６
号
及
び
第
７
号

全
会
一
致
で
認
定

令
和
８
年
熊
本
地
震
に
伴
う
被
災
地

支
援
に
つ
い
て

熊
本
地
震
に
つ
い
て
は
、
７
月
28
日
に

熊
本
地
方
を
震
源
と
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
．
１
、
最
大
震
度
７
が
観
測
さ
れ
、

死
者
38
人
、
３
万
５
千
棟
以
上
の
住
宅
被

害
が
発
生
す
る
な
ど
、
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
す
大
き
な
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
震
を
受
け
、
直
方
・
鞍
手
広
域

圏
消
防
本
部
を
含
め
た
本
市
の
取
組
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
８

月
９
日
ま
で
の
間
、
４
回
に
わ
た
り
、
緊

急
消
防
援
助
隊
を
延
べ
16
人
派
遣
し
て
い

ま
す
。

７
月
31
日
に
は
、
本
市
で
備
蓄
し
て
い

る
飲
料
水
、
約
７
，
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
と

簡
易
ト
イ
レ
な
ど
の
衛
生
用
品
等
を
、
宮

若
商
工
会
議
所
を
通
じ
て
市
内
の
運
送
会

社
の
協
力
に
よ
り
、
八
代
市
に
持
参
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
赤
十
字
社
が
義
援
金
の
受

付
を
開
始
し
た
こ
と
を
受
け
、
本
市
も
６

箇
所
で
７
月
31
日
か
ら
10
月
30
日
ま
で
の
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間
、
募
金
箱
を
設
置
し
、
義
援
金
の
受
付

を
し
て
い
ま
す
。

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
２
戸
の
住
宅

が
提
供
可
能
で
あ
り
、
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
産
業

観
光
課
で
は
、
宇
城
市
、
八
代
市
、
宇
土

市
、
氷
川
町
、
嘉
島
町
の
５
つ
の
自
治
体

に
つ
い
て
、
本
市
が
代
理
で
ふ
る
さ
と
納

税
に
よ
る
支
援
を
受
け
付
け
る
、
災
害
支

援
代
理
寄
付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
被
災
地
へ
の
職
員
の
派
遣
に

つ
い
て
は
、
第
１
陣
を
８
月
10
日
か
ら
８

月
12
日
ま
で
、
第
２
陣
を
８
月
25
日
か
ら

８
月
27
日
ま
で
の
間
と
し
て
、
保
健
師
延

べ
４
名
、
事
務
職
員
延
べ
２
名
を
八
代
市

に
派
遣
し
ま
し
た
。
今
後
も
同
会
や
福
岡

県
、九
州
市
長
会
等
の
要
請
に
基
づ
き
、職

員
の
派
遣
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
Ｒ
Ｖ
協
会
と
の
協
定
締
結
に
つ

い
て

災
害
時
等
の
対
応
力
の
強
化
を
目
指

し
、
令
和
８
年
７
月
28
日
に
市
役
所
に
お

い
て
、
日
本
Ｒ
Ｖ
協
会
と
「
災
害
時
に
お

け
る
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
提
供
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
で
は
、
災
害
等
が
発
生
し
た

場
合
な
ど
に
お
け
る
本
市
へ
の
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
の
提
供
に
関
し
、
必
要
な
事
項

を
定
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
取
組
と
し

て
は
、
被
災
地
で
の
応
援
職
員
の
宿
泊
施

設
と
し
て
の
利
用
や
、
平
時
に
お
け
る
、

市
及
び
日
本
Ｒ
Ｖ
協
会
に
よ
る
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
の
災
害
時
の
有
用
性
の
周
知
な

ど
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
協
定
締
結
直
後
の
７
月
28
日
に

発
生
し
た
令
和
８
年
熊
本
地
震
の
被
災
地

へ
の
職
員
派
遣
に
お
い
て
、
宿
泊
施
設
は

確
保
で
き
た
も
の
の
、
酷
暑
で
の
活
動
に

な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
休

憩
場
所
と
し
て
も
活
用
で
き
る
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
の
貸
与
に
つ
い
て
、
日
本
Ｒ
Ｖ

協
会
に
依
頼
し
、
被
災
地
支
援
で
活
用
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
７
年
度
宮
若
市
行
財
政
改
革
実

施
計
画「
第
四
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

の
進
捗
並
び
に
過
去
５
年
間
の
実
績

報
告
に
つ
い
て

第
四
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
令
和

３
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
５
年
間

に
お
い
て
、
７
億
３
，
７
６
７
万
円
の
歳

入
確
保
と
５
億
７
，
０
０
９
万
円
の
歳
出

削
減
に
よ
る
総
額
13
億
７
７
６
万
円
を
財

政
効
果
の
目
標
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
令

和
７
年
度
に
お
い
て
は
、
歳
入
歳
出
合
わ

せ
て
３
億
１
，
２
０
０
万
円
の
目
標
額
に

対
し
て
、
５
億
４
６
６
万
９
千
円
の
実
績

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
に
お
け
る
３
つ
の
基
本
方

針
ご
と
の
主
な
取
組
で
す
が
、
初
め
に
、

「
行
政
運
営
の
効
率
化
」
で
は
、
行
政
窓

口
業
務
や
給
食
調
理
業
務
の
民
間
委
託
、

議
員
定
数
の
削
減
な
ど
に
よ
り
、
目
標
額

７
，
３
９
４
万
円
に
対
し
て
、
実
績
額
９
，

５
８
５
万
９
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、「
健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立
」

で
は
、
企
業
誘
致
や
ふ
る
さ
と
納
税
の

啓
発
な
ど
に
よ
る
自
主
財
源
の
確
保
、

債
権
管
理
条
例
に
基
づ
く
適
正
な
債

権
管
理
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
目
標
額

２
億
８
０
６
万
円
に
対
し
て
、
実
績
額

３
億
５
，
８
１
４
万
９
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

最
後
に
、「
効
率
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
」
で
は
、
道
路
愛
護
推
進
活
動
を
通

じ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
支
援

に
よ
り
、
目
標
額
３
，
０
０
０
万
円
に
対

し
て
、
実
績
額
５
，
０
６
６
万
１
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
か
ら
「
第
四
次
集
中
改
革

プ
ラ
ン
」
を
着
実
に
実
施
し
た
こ
と
に
よ

り
、
５
年
間
で
目
標
を
大
き
く
上
回
る

24
億
７
，
５
２
７
万
３
千
円
の
財
政
効
果

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

宮
若
市
行
財
政
改
革
実
施
計
画「
第

五
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」の
策
定
に

つ
い
て

第
四
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

は
、
５
年
間
で
目
標
額
を
大
き
く
上
回
る

財
政
効
果
額
を
達
成
し
ま
し
た
が
、
人
口

減
少
と
少
子
高
齢
化
の
更
な
る
進
展
に
よ

る
税
収
の
減
少
や
、
社
会
保
障
費
の
増
大

に
加
え
、
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
突

発
的
な
対
応
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
総
合

計
画
に
掲
げ
る
事
業
を
確
実
に
実
施
し
て

い
く
た
め
に
は
、
引
き
続
き
、
歳
入
歳
出

全
般
に
わ
た
る
行
財
政
改
革
を
実
施
す
る

こ
と
が
肝
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
今
回
、

令
和
８
年
度
か
ら
令
和
12
年
度
ま
で
の
５

年
間
を
新
た
な
計
画
期
間
と
す
る
「
第
五
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次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
令
和

６
年
度
の
決
算
額
を
基
準
と
し
て
、
５
年

間
で
８
億
７
，
４
７
９
万
６
千
円
を
財
政

効
果
目
標
額
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

内
訳
で
す
が
、
歳
入
の
確
保
と
し
て
、

公
共
施
設
の
命
名
権
を
設
定
す
る
「
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業
の
推
進
」
や
各
種
税

や
料
を
対
象
と
し
た
適
正
な
債
権
管
理
の

実
施
に
よ
る
「
収
納
率
の
向
上
並
び
に
滞

納
対
策
の
強
化
」
な
ど
の
取
組
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
推
進
」
を
図
り
、
さ
ら
に
特
産
品
の

Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
が
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
の

啓
発
」
な
ど
の
取
組
に
よ
り
、
５
億
８
，

２
７
２
万
２
千
円
の
財
政
効
果
を
目
標
と

し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

次
に
、
歳
出
の
削
減
で
は
、「
Ａ
Ｉ
・
Ｒ

Ｐ
Ａ
を
活
用
し
た
事
務
効
率
化
」
や
「
行

政
文
書
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
」
な
ど
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
事
務
事
業
の
見
直

し
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
工
事
残
土
を
有

効
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
「
公
共
工
事

の
コ
ス
ト
縮
減
」
や
毎
年
発
生
す
る
除
草

費
用
を
縮
減
す
る
た
め
、
張
り
コ
ン
ク
リ

ー
ト
に
よ
る
「
防
草
対
策
の
推
進
」
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
引

き
続
き
、「
行
政
窓
口
の
民
間
委
託
」
に

よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
取
組
や
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
道

路
愛
護
推
進
活
動
等
の
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
へ
の
支
援
」
な
ど
の
取
組
に
よ

り
、
２
億
９
，
２
０
７
万
４
千
円
の
財
政

効
果
を
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

宮
若
北
部
工
業
用
地
造
成
事
業
に
関

す
る
細
目
協
定
書
の
変
更
に
つ
い
て

倉
久
尾
ノ
上
地
区
に
お
け
る
宮
若
北
部

工
業
用
地
造
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和

２
年
９
月
か
ら
、
新
た
な
工
業
団
地
の
造

成
事
業
と
し
て
、
福
岡
県
が
事
業
主
体
と

な
り
、
本
市
と
連
携
し
て
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
。

令
和
３
年
３
月
31
日
に
は
、
福
岡
県
と

本
市
の
役
割
分
担
等
に
つ
い
て
定
め
た

「
宮
若
北
部
工
業
用
地
造
成
事
業
に
関
す

る
基
本
協
定
書
」
を
締
結
し
、
令
和
５
年

３
月
31
日
付
け
で
福
岡
県
と
本
市
の
年
次

的
な
費
用
負
担
や
財
産
の
引
渡
し
及
び
管

理
等
に
つ
い
て
定
め
た
「
宮
若
北
部
工
業

用
地
造
成
事
業
に
関
す
る
細
目
協
定
書
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
事
業
用
地
が
確
保
で
き
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
事
業
期
間
及
び
費
用
年

度
に
関
し
て
、
年
度
ご
と
に
細
目
協
定
書

を
変
更
し
、
令
和
７
年
度
に
お
い
て
も
完

了
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
８

年
６
月
30
日
付
け
で
変
更
協
定
書
を
締
結

し
、
事
業
期
間
及
び
費
用
年
度
に
関
し

て
、
令
和
８
年
度
以
降
に
変
更
し
て
い

ま
す
。

用
地
補
償
交
渉
の
進
捗
に
つ
い
て
は
、

県
外
在
住
の
地
権
者
１
名
と
の
手
続
を
残

す
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
用
地
取
得
完
了

次
第
、
福
岡
県
企
業
局
に
よ
っ
て
開
発
許

可
申
請
手
続
を
始
め
、
造
成
工
事
に
向
け

た
諸
手
続
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

ビ
ュ
ー
テ
ッ
ク
株
式
会
社
の
新
工
場

建
設
に
向
け
た
用
地
の
取
得
に
つ
い

てビ
ュ
ー
テ
ッ
ク
（
株
）
は
愛
知
県
に
本

社
を
置
き
、
自
動
車
部
品
製
造
を
中
心
に

事
業
展
開
を
し
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て

は
四
郎
丸
地
区
に
自
動
車
用
ガ
ラ
ス
へ
の

部
品
組
付
工
場
を
建
設
し
、
平
成
31
年
１

月
に
操
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
同
社
が
新
工
場
建
設
を
検

討
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
用
地
の
紹
介
な

ど
の
支
援
を
行
っ
た
結
果
、
去
る
８
月
６

日
、
同
じ
く
四
郎
丸
地
区
に
約
２
．
１
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
民
有
地
を
取
得
し
ま
し
た
。

こ
の
土
地
に
建
設
す
る
工
場
に
つ
い
て

は
、
自
動
車
の
内
装
樹
脂
部
品
製
造
を
予

定
し
て
お
り
、
令
和
10
年
秋
頃
の
操
業
開

始
を
目
指
し
て
、
今
後
取
組
が
進
め
ら
れ

ま
す
。

債
権
の
放
棄
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
に
お
い
て
、
宮
若
市
債
権

管
理
条
例
第
16
条
の
規
定
に
よ
り
、
４

件
、
７
４
０
万
８
，
２
６
４
円
の
債
権
を

放
棄
し
ま
し
た
。

内
訳
で
す
が
、
初
め
に
保
護
人
権

課
所
管
の
生
活
保
護
費
返
還
金
・
徴

収
金
で
は
、
生
活
困
窮
に
よ
り
３
件
、

７
２
７
万
２
，
６
１
６
円
を
放
棄
し
て
い

ま
す
。

次
に
、
健
康
福
祉
課
所
管
の
老
人
保
護

施
設
被
措
置
者
負
担
金
で
は
、
相
続
放
棄

に
よ
り
１
件
、
13
万
５
，
６
３
８
円
を
放

棄
し
て
い
ま
す
。

◆
市
長
報
告 

５

◆
市
長
報
告 

７

◆
市
長
報
告 

６
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1．名称
議会改革特別委員会

2．委員
委員長 松岡 史倫、副委員長 遠藤 大祥、安河 英幸、竜口 浩一郎、清水 健太郎、
染矢 正次、松尾 竜彦、山元 秀一、舌間 正治、弓削田 敬

3．設置の目的
地方分権が進展する中、地方議会が果たすべき役割の重要性は日々増しており、議会活動の
さらなる充実・強化を図るとともに、「開かれた議会」の実現に向けた不断の取組が求めら
れている。宮若市議会においては、より一層市民の負託に応え、機能強化を図るため、今後
の本市議会のあり方等について調査及び検討を行うため。

4．検討事項
（1） 前期議会改革特別委員会からの申し送り事項も含め、下記ア～オに関すること

ア　予算・決算審査に関すること
イ　一般質問に関すること
ウ　質疑・討論の通告制に関すること
エ　会議規則、委員会条例、運営基準等に関すること
オ　政務活動費に関すること

（2） 議会基本条例の制定に関すること
（3） 議員定数等に関すること

5．期間
本委員会に付託された検討事項の調査が終了するまでとする。ただし、議会閉会中もなお開
催することができる。

特別委員会が設置されました

令和 8 年「宮若市議会動画配信」アンケートのお願いについて
宮若市議会では、さらなる「開かれた議会」の実現に向けて、令和7年2月より本会議の動画配信に、「字

幕表示機能」を追加しています。今後、さらに充実した配信を行えるよう、アンケートを実施させていただきま
す。お忙しいところ大変恐縮ですが、本アンケートにご協力をお願い申し上げます。

◎次の各項目にお答え下さい。（あてはまるものの左の（　）の中に○をつけて下さい。）
１．性別と年齢を教えて下さい
・（　　）男性　　　  （　　）女性　　（　　）回答しない
・�（　　）20歳未満　（　　）20代　  （　　）30代　　　（　　）40代 
（　　）50代　　　（　　）60代　  （　　）70代以上　（　　）回答しない

２．議会動画配信についてお尋ねします
①議会動画配信について、映像と字幕表示を行っていますが、知っていますか。
　（　　）知っている　　　（　　）知らない
②議会動画配信について、利用したことがありますか。
　（　　）ある　　　　　　（　　）ない → ３へお進みください。
③本会議の動画配信における字幕表示入りの映像をご覧になって、満足でしたか。
　（　　）とても満足　（　　）満足　（　　）普通
　（　　）不満（理由があればご記入ください：　　　　　　　　　　　　　　）

３．議会動画配信に対して、ご意見などありましたら、ご記入ください。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

上記 QR より、 
ご回答お願い申し上げます。

（紙のアンケートは、市役所
議会事務局にございます。）

締　切　
令和 9年 3月 31日（水）
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市 政 を 問 う

※ �QR から、一般質問の録画映像がご覧いただけます。 
会議録は、議会事務局、若宮総合支所ハートフル、市内図書館及び宮若市議会ホームぺージからご覧いただけます。

一般質問は市民を代表し、市の施策・方針や課題について問います

質問者 質問事項 QR

1. 
谷口 重隆

1.吉川コミュニティセンター整備
事業について

2. 
舌間 正治

1.本市に想定される地震災害と有
事の対策について

3. 
藤春 優二

1.学校跡地の利活用について
2. 防災時の生活用水について

4. 
竜口 浩一郎

1. スポーツ施設の充実（新たな総
合体育館の整備等）による市民
の健康維持・増進について

2. 大規模地震等を想定した本市
の避難所・避難場所の安全性と
防災体制について

5. 
浅尾 加奈子

1.宮若市まちづくり委員会の委員
選考について

2.子育て援助活動支援事業（ファ
ミリーサポートセンター）の導
入について

質問者 質問事項 QR

6. 
神谷 芳之

1. 県道及び併設された歩道並びに
市道の除草（主に通学路）について

2.現在のスクールバスの運営状況
と今後の見直しについて

7. 
松岡 史倫

1. 第 3次宮若市総合計画策定に
ついて

2.子育て世代に選ばれるまちづく
りについて

8. 
遠藤 大祥

1.JR 宮田バス停（宮田交流スペー
ス）及びJR 福丸バス停（福丸交
流スペース）への空調設備整備
について

9. 
山元 秀一

1. 家庭用ごみ袋の無料配布につ
いて

2. 公共交通のより良いあり方につ
いて

10. 
弓削田 敬

1. 市内の防犯灯、街路灯について
2.市内の廃車を取り扱う事業所に
ついて

市 政 を 問 う一般質問
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市 政 を 問 う 一般質問
吉
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に

つ
い
て

本
市
に
想
定
さ
れ
る
地
震
災
害
と
有
事
の 

対
策
に
つ
い
て

問　
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や

取
組
を
踏
ま
え
た
今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て
、
市
長

の
考
え
を
伺
う
。

答　
教
育
長

吉
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
整
備
に
つ
い
て
は
、

吉
川
ブ
ロ
ッ
ク
自
治
会
長

連
名
に
よ
る
請
願
書
が
令

和
３
年
12
月
市
議
会
定
例

会
で
採
択
さ
れ
て
以
降
、

取
組
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
先
の
６
月
定
例

会
に
お
い
て
、吉
川
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
に
係
る
計
画
見
直
し
に

つ
い
て
、
お
示
し
し
ま
し

た
。内
容
は
、観
光
拠
点
施

設
と
の
統
合
に
よ
り
、
財

源
の
確
保
が
可
能
と
な
る

と
と
も
に
、
地
域
の
方
が

望
ま
れ
る
規
模
や
機
能
を

十
分
に
確
保
で
き
る
施
設

と
す
る
た
め
、
整
備
候
補

地
等
を
含
め
再
度
検
討
を

行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
整
備
を
求
め
る
請
願

書
や
計
画
の
見
直
し
を
求

め
る
要
望
書
等
を
踏
ま

え
、
市
長
部
局
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
取
組
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　
現
在
の
土
地
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を

核
と
し
た
複
合
施
設
は
で

き
な
い
の
か
。

答　
市
長

地
元
の
要
望
も
あ
っ
た

建
物
の
再
構
築
、駐
車
場
、

避
難
場
所
と
し
て
こ
れ
か

ら
活
用
し
て
い
く
中
で
、

も
う
少
し
余
裕
を
持
っ
た

土
地
が
必
要
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
現
在
の
土
地
に
複
合

施
設
を
併
せ
持
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を

作
っ
た
場
合
、
補
助
金
の

対
象
に
な
る
か
。

答　
秘
書
政
策
課
長

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
単
体
で
は
国
庫
補
助
金

の
獲
得
は
難
し
い
で
す

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能

に
観
光
機
能
を
組
み
込
む

複
合
施
設
と
す
る
こ
と

で
、
地
域
未
来
交
付
金

の
活
用
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

問　
旧
吉
川
小
学
校
の
と

こ
ろ
に
大
徳
川
が
あ
り
、

こ
こ
よ
り
上
の
方
に
作
る

と
な
る
と
、
土
砂
災
害
危

険
地
域
も
あ
り
、
過
去
の

災
害
で
は
避
難
が
で
き
な

か
っ
た
。
そ
う
い
う
場
所

に
建
て
る
気
な
の
か
。

答　
副
市
長

場
所
等
は
未
定
で
す

が
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ

を
踏
ま
え
た
上
で
、
場
所

の
選
定
を
や
っ
て
く
れ
と

い
う
こ
と
を
地
元
の
方
か

ら
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

問　
指
定
避
難
所
及
び
避

難
施
設
（
シ
ェ
ル
タ
ー
）

に
お
け
る
整
備
状
況
及
び

運
用
体
制
の
現
状
と
今
後

の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
市
長

現
在
、
本
市
に
お
い
て

は
、
公
共
施
設
や
学
校
施

設
等
の
22
箇
所
を
地
震
や

風
水
害
時
の
指
定
避
難
所

と
し
て
お
り
、
い
ず
れ
の

避
難
所
も
既
存
の
施
設
を

活
用
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
避
難
施
設
の
シ

ェ
ル
タ
ー
は
、
武
力
攻
撃

事
態
等
に
お
い
て
住
民
の

避
難
及
び
避
難
住
民
等
の

救
援
を
的
確
か
つ
迅
速
に

実
施
す
る
た
め
に
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
等
の
堅
ろ

う
な
建
築
物
や
地
下
施
設

を
、
緊
急
一
時
避
難
施
設

と
し
て
指
定
す
る
も
の
で
、

本
市
で
は
、
防
災
計
画
等

に
も
掲
載
し
て
い
る
避
難

所
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

運
用
体
制
の
現
状
と
し

て
、
風
水
害
の
被
害
が
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
等
に
自
主
避
難
所
と
し

て
開
設
す
る
ほ
か
、高
齢
者

等
避
難
な
ど
の
避
難
情
報

の
発
令
状
況
に
応
じ
て
開

設
し
て
い
る
状
況
で
す
。

今
後
の
取
組
と
し
て
は
、

応
援
協
定
等
に
基
づ
く
民

間
施
設
の
避
難
所
確
保
や
、

指
定
避
難
所
以
外
で
安
全

を
確
保
で
き
る
場
所
へ
の

日
頃
か
ら
の
備
え
に
つ
い

て
、啓
発
等
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
西
山
断
層
帯
で
地
震

が
発
生
し
た
場
合
、
本
市

に
想
定
さ
れ
る
最
大
震
度

及
び
被
害
は
ど
の
程
度
な

の
か
、
ま
た
本
市
に
あ
る

指
定
避
難
所
の
想
定
合
計

収
容
人
数
を
伺
う
。

答　
総
務
課
長

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．

９
～
８
．２
、最
大
震
度
７

と
な
り
、全
壊・全
焼
が
約

２
千
５
百
棟
、
半
壊
等
数

が
約
３
千
８
百
棟
、
最
大

避
難
者
数
は
約
７
千
８
百

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
22
の
指
定
避
難
所

の
想
定
合
計
収
容
人
数
は

約
４
千
６
百
名
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問　
防
災
備
蓄
品
に
つ
い

て
想
定
さ
れ
る
避
難
者
に

対
し
て
の
ス
フ
ィ
ア
基
準

ま
で
備
蓄
を
進
め
る
の
か
、

ま
た
民
間
企
業
と
の
災
害

協
定
な
ど
の
考
え
を
伺
う
。

答　
市
長

災
害
に
備
え
て
こ
れ
ま

で
以
上
に
備
蓄
品
の
確
保

が
必
要
と
な
っ
て
き
て
お

り
、
ス
フ
ィ
ア
基
準
に
で

き
る
だ
け
近
づ
け
る
よ
う

に
年
次
的
に
増
や
し
て
い

か
ざ
る
を
得
な
い
と
考

え
、
企
業
と
の
連
携
協
定

も
し
っ
か
り
進
め
活
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

舌間　正治

谷口　重隆
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市 政 を 問 う一般質問
学
校
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

防
災
時
の
生
活
用
水
に
つ
い
て

問　
旧
宮
田
東
小
学
校
跡

地
の
住
宅
団
地
と
し
て
の

利
活
用
に
向
け
た
進
捗
状

況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
市
長

令
和
６
年
３
月
議
会
で

「
宮
若
市
住
宅
団
地
適
地

調
査
」
に
つ
い
て
市
長
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

調
査
結
果
を
受
け
、
住
宅

地
活
用
に
関
連
す
る
民
間

事
業
者
の
意
向
把
握
や
土

地
利
用
計
画
、
事
業
手
法

等
を
検
討
し
、「
旧
宮
田
東

小
学
校
跡
地
住
宅
団
地
整

備
事
業
基
本
計
画
」
を
策

定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
に

基
本
設
計
、
令
和
９
年
度

に
実
施
設
計
を
行
い
、
令

和
10
年
度
に
開
発
許
可
を

取
得
し
た
の
ち
造
成
工
事

に
着
手
し
、
令
和
11
年
度

末
の
分
譲
開
始
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

問　
旧
若
宮
小
学
校
跡
地

の
利
活
用
に
つ
い
て
、
従

来
の
計
画
が
見
直
さ
れ

る
経
緯
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
市
長

私
は
市
長
選
挙
に
際

し
、
同
跡
地
の
利
活
用
と

し
て
「
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
構
想
」を
掲
げ
ま
し
た
。

こ
の
跡
地
に
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
安
全
・

安
心
に
過
ご
せ
る
居
場
所

を
創
出
す
べ
く
、
全
天
候

型
の
遊
び
場
や
、
地
域
住

民
を
は
じ
め
多
く
の
方
々

が
集
う
公
園
を
核
と
し
た

整
備
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
の

「
若
宮
小
学
校
跡
地
利
活

用
基
本
構
想
」
の
改
訂
に

お
い
て
「
子
ど
も
の
遊
び

場
」
及
び
「
公
園
」
の
機

能
や
規
模
等
の
具
体
化
を

図
り
ま
す
。
令
和
９
年
度

に
既
存
校
舎
棟
の
解
体
工

事
と
設
計
業
務
、
令
和
10

年
度
に
整
備
工
事
へ
着
手

し
、
令
和
11
年
度
中
の
施

設
供
用
開
始
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

問　
大
規
模
災
害
の
発
生

に
備
え
、
本
市
に
お
け
る

生
活
用
水
確
保
に
向
け
た

取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
市
長

物
資
供
給
に
関
す
る
協

定
の
締
結
状
況
に
つ
い
て

は
、
市
内
に
事
業
所
を
置

く
４
社
及
び
１
団
体
と
協

定
を
締
結
し
て
お
り
、
災

害
発
生
時
に
飲
料
水
の
提

供
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
生
活
用
水
の
確

保
に
向
け
た
指
定
井
戸
登

録
制
度
等
の
取
組
に
つ
い

て
は
、
現
在
実
施
し
て
い

ま
せ
ん
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実（
新
た
な
総
合
体
育
館
の
整
備
等
）

に
よ
る
市
民
の
健
康
維
持
・
増
進
に
つ
い
て

大
規
模
地
震
等
を
想
定
し
た
本
市
の
避
難
所
・
避
難
場
所

の
安
全
性
と
防
災
体
制
に
つ
い
て

問　
本
市
は
ス
ポ
ー
ツ
施

設
を
市
民
の
健
康
維
持
・

増
進
に
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
て
い
る
の
か
、
ま

た
市
民
体
育
館
や
運
動
施

設
の
利
用
状
況
、
利
用
者

ニ
ー
ズ
を
ど
の
よ
う
に
把

握
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　
教
育
長

本
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
を
健
康
維
持
・
増
進

を
図
る
た
め
の
身
近
な
資

源
の
一
つ
と
位
置
づ
け
、

活
用
し
て
い
ま
す
。

第
２
次
宮
若
市
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
に
お
い

て
も
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
」
を
施
策
の
一
つ
と
し

て
、
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に

参
加
で
き
る
よ
う
、
環
境

整
備
や
普
及
啓
発
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
施
設
の
維
持
管
理
を

適
正
に
行
い
、
安
全
に
利

用
で
き
る
機
能
を
維
持
す

る
と
と
も
に
、
市
民
が
進

ん
で
健
康
づ
く
り
を
行
え

る
よ
う
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

整
備
・
充
実
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
利
用
者
ニ
ー
ズ

に
つ
い
て
は
、
施
設
利
用

時
に
寄
せ
ら
れ
る
意
見
や

要
望
を
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係

団
体
等
を
通
じ
て
把
握

し
、
施
設
の
運
営
や
維
持

管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

問　
本
市
に
お
け
る
避
難

所
・
避
難
場
所
の
安
全
性
、

収
容
能
力
及
び
避
難
生
活

環
境
等
に
つ
い
て
、
現
状

と
課
題
を
ど
の
よ
う
に
認

識
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　
市
長

本
市
の
各
避
難
所
に
つ

い
て
は
、
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
い
ま
す
が
、
急
傾

斜
地
警
戒
区
域
内
等
に
所

在
し
て
い
る
施
設
も
あ

り
、
状
況
に
応
じ
て
開
設

の
有
無
を
判
断
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
収

容
能
力
に
つ
い
て
は
、
各

避
難
所
に
応
じ
た
上
限
が

あ
り
ま
す
。

避
難
生
活
環
境
に
つ
い

て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確

保
の
た
め
の
パ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
の
ほ
か
、
エ
ア
マ
ッ

ト
、毛
布
、簡
易
ト
イ
レ
、

衛
生
用
品
、
発
電
機
等
を

備
蓄
品
と
し
て
確
保
し
て

い
ま
す
が
、
多
数
の
避
難

者
が
発
生
し
た
場
合
、
公

共
施
設
に
よ
る
避
難
所
だ

け
で
は
避
難
者
が
収
容
で

き
な
く
な
る
こ
と
や
、
備

蓄
物
資
の
必
要
数
が
不
足

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

よ
っ
て
、
民
間
事
業
者

が
保
有
す
る
施
設
を
活
用

す
る
こ
と
や
、
生
活
物
資

の
供
給
を
受
け
る
た
め
、

各
事
業
者
と
災
害
時
の
応

援
協
定
を
締
結
し
て
い
る

ほ
か
、
県
内
の
各
市
町
村

と
「
災
害
時
に
お
け
る
福

岡
県
内
市
町
村
間
の
相
互

応
援
に
関
す
る
基
本
協

定
」を
締
結
し
て
い
ま
す
。

藤春　優二

竜口　浩一郎
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市 政 を 問 う 一般質問
宮
若
市
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
委
員
選
考
に
つ
い
て

子
育
て
援
助
活
動
支
援
事
業
（
フ
ァ
ミ
リ
ー 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
の
導
入
に
つ
い
て

県
道
及
び
併
設
さ
れ
た
歩
道
並
び
に
市
道
の
除
草
（
主
に

通
学
路
）
に
つ
い
て

現
在
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
営
状
況
と
今
後
の
見
直
し
に

つ
い
て

問　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

の
委
員
選
考
に
お
い
て
、

応
募
者
が
提
出
し
た
レ

ポ
ー
ト
は
ど
の
よ
う
な
基

準
で
評
価
さ
れ
、
ま
た
、

選
考
の
公
平
性
及
び
透
明

性
を
確
保
す
る
た
め
に
、

選
考
過
程
や
選
考
結
果
の

公
表
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
市
長

宮
若
市
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
条
例
に
基
づ
き
、
今

年
度
か
ら
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
「
第
３
次
宮
若
市

総
合
計
画
」
を
協
議
テ
ー

マ
と
し
て
、
先
般
、
第
８

期
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
委

員
の
募
集
を
行
い
、
応
募

者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、
本
市

の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

思
い
な
ど
を
応
募
用
紙
に

ま
と
め
た
も
の
を
提
出
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

応
募
書
類
の
審
査
に
つ

い
て
は
、
応
募
動
機
や
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
考

え
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

い
て
い
る
か
な
ど
の
確
認

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
上

で
、
今
回
は
多
数
の
応
募

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
抽

選
に
よ
り
、
委
員
を
決
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
結

果
に
つ
い
て
は
、
応
募
い

た
だ
い
た
方
々
へ
郵
送
で

通
知
し
て
い
ま
す
。

問　
宮
若
市
に
お
け
る
子

育
て
支
援
施
策
の
現
状
と

課
題
を
伺
う
。

答　
市
長

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で

保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
な
ど
に
努
め
て

き
ま
し
た
。
一
方
で
、
近

年
の
核
家
族
化
の
進
行
や

地
域
社
会
に
お
け
る
つ
な

が
り
の
希
薄
化
な
ど
、
子

育
て
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
中
、
育
児

に
対
し
て
不
安
や
孤
立
感

を
抱
え
る
世
帯
が
少
な
く

な
い
こ
と
が
、
課
題
の
一

つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

問　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
導
入
の

必
要
性
を
伺
う
。

答　
市
長

子
ど
も
を
安
心
し
て
産

み
育
て
、
孤
立
さ
せ
な
い

環
境
づ
く
り
は
重
要
で
あ

り
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
必
要

性
に
つ
い
て
は
十
分
に
認

識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。本
事
業
は
、周
囲
に
頼

れ
る
親
族
等
が
い
な
い
世

帯
へ
の
有
効
な
支
援
施
策

の
一
つ
と
考
え
て
お
り
、

実
施
に
向
け
て
進
め
て
い

き
ま
す
。

問　
雑
草
が
生
い
茂
っ
て

い
る
県
道
及
び
市
道
の
除

草
作
業
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
市
長

一
部
の
市
道
や
県
道
に

お
い
て
通
行
の
支
障
と
な

る
状
況
が
生
じ
て
お
り
、

安
全
確
保
の
観
点
か
ら
非

常
に
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
除

草
作
業
の
実
態
と
し
て

は
、
直
接
発
注
す
る
除
草

工
事
や
道
路
施
設
管
理
の

委
託
業
者
に
よ
る
作
業
に

加
え
、「
道
路
愛
護
活
動

支
援
金
制
度
」
を
活
用
し

た
除
草
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

一
方
、
県
道
及
び
歩
道

に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理

者
で
あ
る
県
が
計
画
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
治
会
か
ら
の

除
草
要
望
に
関
し
て
は
、

現
地
確
認
を
行
い
、
市
長

名
で
副
申
書
を
添
付
し
県

へ
要
望
書
を
提
出
し
て
い

ま
す
。

問　
雑
草
が
繁
茂
し
て
い

る
歩
道
を
中
学
生
が
通
学

路
と
し
て
い
る
が
、
市
の

対
応
策
を
伺
う
。

答　
市
長

市
道
の
除
草
等
に
つ
い

て
は
、
工
事
発
注
や
道
路

愛
護
推
進
事
業
な
ど
で
対

応
し
て
い
ま
す
が
、
市
内

全
て
の
通
学
路
や
歩
道
に

対
し
て
、
十
分
な
頻
度
で

除
草
を
実
施
で
き
て
い
な

い
状
況
を
認
識
し
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
道
路
管
理

者
と
し
て
市
道
が
安
全
・

安
心
に
通
行
で
き
る
よ
う

適
時
適
切
な
除
草
作
業
に

努
め
る
と
と
も
に
、
防
草

対
策
な
ど
も
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
状
況
と
今
後
の
見
直
し

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
教
育
長

現
在
、
小
中
一
貫
校
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

は
宮
若
西
小
学
校
再
編
時

に
大
き
く
変
化
し
た
通
学

条
件
の
緩
和
措
置
と
し

て
、
旧
若
宮
小
学
校
区
以

外
の
小
学
生
を
対
象
と
し

て
い
る
た
め
、
中
学
生
に

つ
い
て
は
対
象
と
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。

中
学
生
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
い

う
ご
意
見
が
あ
る
こ
と
は

十
分
認
識
し
て
い
ま
す

が
、
他
の
学
校
と
の
公
平

性
の
確
保
や
財
政
負
担
の

増
加
と
い
っ
た
課
題
を
踏

ま
え
る
と
、
慎
重
な
対
応

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は

今
後
と
も
、
市
全
体
に
お

け
る
通
学
支
援
の
あ
り
方

と
い
う
観
点
に
立
ち
、
既

存
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利

活
用
を
含
め
、
通
学
支
援

制
度
に
つ
い
て
検
討
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

浅尾　加奈子

神谷　芳之
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市 政 を 問 う一般質問
第
3
次
宮
若
市
総
合
計
画
策
定
に
つ
い
て

子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に 

つ
い
て

問　
第
２
次
宮
若
市
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
の
Ｋ

Ｐ
Ｉ
：
１
９
６
個
の
振
り

返
り
結
果
と
そ
れ
を
踏
ま

え
た
課
題
を
伺
う
。

答　
市
長

後
期
基
本
計
画
で
設
定

し
て
い
る
１
９
６
の
目
標

指
標
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
進
捗
状

況
は
、
令
和
６
年
度
の
実

績
値
と
な
り
ま
す
が
、
予

定
ど
お
り
進
捗
し
て
い
る

が
１
３
４
、
や
や
遅
れ
て

い
る
が
61
、
事
業
中
止
が

１
と
な
っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
適
切
な
進

捗
管
理
を
図
り
な
が
ら
後

期
基
本
計
画
で
掲
げ
て
い

る
各
施
策
及
び
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の

達
成
に
努
め
ま
す
。

問　
第
３
次
宮
若
市
総
合

計
画
の
策
定
に
当
た
り
、

本
市
が
今
後
直
面
す
る
最

も
重
要
な
課
題
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
の
か

伺
う
。

答　
市
長

本
市
は
、
今
後
も
一
貫

し
て
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
が
続
く
こ
と
が
予
測

さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た

人
口
構
造
の
変
化
は
、
地

域
や
産
業
を
支
え
る
担
い

手
の
確
保
を
は
じ
め
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
公
共

交
通
、
福
祉
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
市
民
生
活
に

様
々
な
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
で
す
。

一
方
で
、
本
市
は
、
自

動
車
関
連
を
中
心
と
し
た

産
業
集
積
が
あ
り
、
市
外

か
ら
多
く
の
方
が
働
き
に

来
ら
れ
る
な
ど
、
雇
用
面

で
大
き
な
強
み
が
あ
り
ま

す
。
今
後
は
、
こ
う
し
た

強
み
と
、
子
育
て
環
境
の

充
実
な
ど
に
よ
り
、
若
年

世
代
の
定
住
・
移
住
に
つ

な
げ
、「
定
住
人
口
」
の
増

加
は
も
と
よ
り
、
本
市
を

訪
れ
、
働
き
、
地
域
や
企

業
と
継
続
的
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
く
「
関
係
人
口
」

の
増
加
に
つ
い
て
も
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
と
考
え
ま
す
。

問　
第
１
期
宮
若
市
こ
ど

も
計
画
を
踏
ま
え
、
本
市

が
目
指
す
子
ど
も
・
子
育

て
政
策
の
将
来
像
に
つ
い

て
伺
う
。

答　
市
長

今
回
の
こ
ど
も
計
画
の

基
本
理
念
と
し
て
、「
こ
ど

も
た
ち
が
や
さ
し
さ
と
共

に
夢
を
か
な
え
る
ま
ち
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の

理
念
が
示
す
本
市
の
将
来

像
は
、
地
域
社
会
の
や
さ

し
さ
に
包
ま
れ
て
育
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
、
こ
の
ま

ち
に
深
い
愛
着
を
持
ち
、

「
ず
っ
と
こ
の
ま
ち
で
暮

ら
し
た
い
」
と
思
え
る
ま

ち
の
実
現
で
す
。
次
世
代

の
子
育
て
世
代
が
、
本
市

を
選
び
、定
住・定
着
し
た

い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
宮
田
バ
ス
停
（
宮
田
交
流
ス
ペ
ー
ス
）
及

び
Ｊ
Ｒ
福
丸
バ
ス
停（
福
丸
交
流
ス
ペ
ー
ス
）

へ
の
空
調
設
備
整
備
に
つ
い
て

問　
近
年
、
全
国
的
に
夏

の
暑
さ
が
厳
し
さ
を
増
し

て
お
り
、
熱
中
症
に
よ
る

健
康
被
害
が
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
特

に
高
齢
者
や
子
供
、
障
が

い
を
抱
え
る
方
は
、
暑
さ

に
よ
る
体
へ
の
負
担
が
大

き
く
、
十
分
な
熱
中
症
対

策
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
Ｊ
Ｒ
宮
田
バ

ス
停
及
び
Ｊ
Ｒ
福
丸
バ
ス

停
に
お
い
て
は
、
バ
ス
停

と
し
て
の
機
能
だ
け
で
な

く
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
点
か

ら
、
空
調
設
備
を
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　
市
長

現
在
、
宮
田
・
福
丸
両

交
流
ス
ペ
ー
ス
は
、
本
市

の
公
共
交
通
網
を
支
え
る

拠
点
施
設
と
し
て
、
高
齢

者
や
学
生
を
中
心
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
近
年
の

夏
季
に
お
け
る
異
常
高
温

や
猛
暑
日
の
増
加
に
よ
っ

て
、
利
用
者
か
ら
空
調
設

備
の
整
備
を
求
め
る
声
を

い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

両
交
流
ス
ペ
ー
ス
に
お

け
る
現
在
の
暑
さ
対
策
と

し
て
は
、
壁
掛
け
式
の
扇

風
機
を
設
置
し
、
出
入
口

を
開
放
し
て
風
通
し
を
確

保
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
近
年
の
記
録
的
な
猛

暑
に
対
し
て
は
、
必
ず
し

も
十
分
な
冷
涼
効
果
を
確

保
で
き
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
お

り
、熱
中
症
対
策
と
し
て
、

空
調
設
備
の
整
備
に
つ
い

て
、
改
め
て
検
討
し
て
い

た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
空
調
設
備
の
維

持
管
理
の
方
法
や
工
事

費
、
ま
た
、
将
来
に
わ
た

る
電
気
代
等
の
財
政
的
な

負
担
に
つ
い
て
調
査
し
、

総
合
的
に
判
断
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
両
交
流
ス
ペ
ー
ス
に

つ
い
て
、
市
民
の
安
全
・

安
心
、
熱
中
症
対
策
、
公

共
交
通
の
利
用
環
境
の
向

上
と
い
う
観
点
か
ら
、
空

調
設
備
の
整
備
に
つ
い

て
、
令
和
８
年
度
の
補
正

予
算
、
ま
た
は
遅
く
と
も

令
和
９
年
度
へ
の
予
算
化

に
向
け
て
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
が
、
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

答　
市
長

両
交
流
ス
ペ
ー
ス
は
、

誰
も
が
自
由
に
利
用
で
き

る
休
憩
場
所
と
し
て
、
ま

た
地
域
内
の
交
流
拠
点
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
る
こ

と
か
ら
、
利
用
者
の
大
切

な
命
を
守
る
た
め
、
熱
中

症
対
策
と
し
て
空
調
設
備

の
整
備
に
つ
い
て
、
維
持

管
理
の
方
法
や
工
事
費
な

ど
勘
案
し
な
が
ら
、
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

松岡　史倫

遠藤　大祥
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市 政 を 問 う 一般質問
家
庭
用
ご
み
袋
の
無
料
配
布
に
つ
い
て

公
共
交
通
の
よ
り
良
い
あ
り
方
に
つ
い
て

市
内
の
防
犯
灯
、
街
路
灯
に
つ
い
て

市
内
の
廃
車
を
取
り
扱
う
事
業
所
に
つ
い
て

問　
自
治
会
解
散
し
た
地

区
を
ど
う
す
る
の
か
。

答　
市
長

本
市
に
お
い
て
は
、
防

犯
灯
は
自
治
会
等
で
、
街

灯
は
、
設
置
目
的
に
応
じ

て
個
人
や
各
種
団
体
に
お

い
て
、
設
置
・
管
理
が
な

さ
れ
て
お
り
、
児
童
、
生

徒
の
通
学
路
に
お
い
て

は
、
教
育
委
員
会
が
登
下

校
時
等
に
お
け
る
安
全
性

の
確
保
を
図
り
、
犯
罪
被

害
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
住
宅
等
か
ら
離
れ
た

道
路
等
に
防
犯
灯
を
設
置

し
、
管
理
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
が
解
散
し
た
地

区
に
つ
い
て
は
、
防
犯
灯

を
個
人
や
小
組
合
で
の
管

理
に
移
行
し
て
維
持
し
て

い
る
と
こ
ろ
や
、
防
犯
灯

の
維
持
管
理
自
体
を
廃
止

し
た
と
こ
ろ
な
ど
が
あ
り

ま
す
。本
市
と
し
て
は
、自

治
会
だ
け
で
な
く
、
地
域

で
の
一
定
の
ま
と
ま
り
が

あ
れ
ば
、
防
犯
灯
設
置
補

助
金
を
交
付
し
て
い
る
こ

と
な
ど
の
周
知
に
努
め
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
地
域
で

の
防
犯
灯
の
維
持
管
理
を

お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

問　
市
内
の
夜
間
照
明
の

今
後
を
ど
う
考
え
る
か
。

答　
市
長

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
宮

若
市
防
犯
灯
設
置
補
助
金

交
付
要
綱
に
基
づ
き
、
防

犯
灯
の
新
規
設
置
、
器
具

の
交
換
等
に
つ
い
て
、
自

治
会
等
の
団
体
に
補
助
金

を
交
付
す
る
こ
と
で
、
安

全
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

問　
事
業
所
の
許
認
可
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
市
長

廃
車
と
は
、
使
用
済
自

動
車
の
再
資
源
化
等
に
関

す
る
法
律
、
い
わ
ゆ
る
自

動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基

づ
く
使
用
済
自
動
車
の
こ

と
で
あ
り
、
使
用
済
自
動

車
の
引
取
業
、
フ
ロ
ン
類

回
収
業
、
解
体
業
及
び
破

砕
業
を
行
う
場
合
は
、
福

岡
県
知
事
の
登
録
又
は
許

可
が
必
要
で
す
。な
お
、中

古
車
や
中
古
部
品
を
仕
入

れ
て
転
売
す
る
場
合
は
、

県
の
公
安
委
員
会
か
ら
古

物
商
の
許
可
を
得
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

問　
事
業
運
営
に
伴
う
環

境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
。

答　
市
長

事
業
運
営
等
に
問
題
が

あ
る
場
合
は
、
県
、
あ
る

い
は
、
事
業
所
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
警
察
署
に
よ

り
、
事
業
者
へ
の
指
導

等
が
な
さ
れ
る
と
と
も

に
、
原
則
、
本
市
職
員
も

同
行
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

問　
柴
田
市
長
の
選
挙
公

約
で
あ
る
家
庭
用
ご
み
袋

の
全
戸
無
料
配
布
に
つ
い

て
、
政
策
の
意
義
と
市
民

へ
の
効
果
を
伺
う
。

答　
市
長

本
政
策
は
、
中
東
情
勢

の
混
乱
な
ど
様
々
な
要
因

に
よ
り
物
価
が
高
騰
す
る

中
、
物
価
高
騰
対
策
の
一

つ
と
す
る
も
の
で
、
市
民

生
活
を
支
え
る
効
果
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
配
布
規
模
、時
期
は
。

答　
環
境
保
全
課
長

１
世
帯
30
枚
、
12
月
に

予
算
計
上
の
予
定
で
す
。

問　
以
下
３
つ
の
観
点
か

ら
、
本
市
の
総
合
的
な
公

共
交
通
の
あ
り
方
を
伺
う
。

①
ふ
れ
タ
ク
の
運
行
エ
リ

ア
・
運
行
時
間
の
拡
大
、

利
用
者
に
応
じ
た
運
賃
設

定
。

②
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
柔
軟

な
活
用
、
利
用
対
象
者
の

拡
大
。

③
域
外
、
特
に
福
岡
・
北

九
州
両
都
市
圏
と
の
移
動

手
段
の
確
保
、
新
幹
線
宮

若
駅
の
実
現
。

答　
教
育
長

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、宮
若

西
小
学
校
の
再
編
に
よ
る

通
学
条
件
の
緩
和
措
置
と

し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。

答　
市
長

ふ
れ
タ
ク
の
運
行
改
善

は
、利
用
者
の
声
を
伺
い
、

関
係
機
関
と
協
議
の
上
、

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

福
岡
市
、
北
九
州
市
へ

は
、
西
鉄
高
速
バ
ス
が
若

宮
Ｉ
Ｃ
バ
ス
停
か
ら
両
都

市
間
を
、
Ｊ
Ｒ
九
州
バ
ス

が
博
多
直
方
間
を
運
行
し

て
い
ま
す
。
交
流
人
口
拡

大
を
促
す
両
社
と
、
利
用

促
進
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
幹
線
新
駅
に
つ
い
て

は
「
県
北
部
中
央
域
の
地

域
振
興
・
新
幹
線
新
駅
設

置
の
実
現
に
向
け
た
準
備

会
」
が
設
置
さ
れ
、
地
域

へ
の
波
及
効
果
な
ど
議
論

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
新
幹
線
駅
は
、
市
民

の
利
用
の
ほ
か
潜
在
的
な

利
用
者
の
創
出
や
、
ト
ヨ

タ
自
動
車
九
州
を
は
じ
め

地
元
企
業
に
有
利
な
駅
と

す
る
こ
と
で
市
の
利
益
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え

る
。市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答　
市
長

付
属
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

も
課
題
と
し
て
考
え
ら

れ
、
そ
れ
な
し
に
利
用
も

進
ま
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

莫
大
な
費
用
や
時
間
を

要
す
本
市
へ
の
新
幹
線
駅

の
設
置
は
、
現
段
階
で
前

向
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 山元　秀一

弓削田　敬
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令和 8 年熊本地震災害義援金募金
　宮若市議会では、令和8年8月22日（土曜日）に、市内4箇所で被災地支援のための募金活動を行い
ました。
　皆さまのご協力により、37万7,680円の募金が集まり、全額「議長会災害義援金口座」に振込が完
了しています。
　皆さまの温かいご支援とご協力に、心より御礼申し上げます。

ルミエール宮田店

TRIAL GO　脇田店

スーパーセンタートライアル宮田店

ドリームホープ若宮

市議会会議録はホームページからも閲覧できます。
https://www.city.miyawaka.fukuoka.dbsr.jp/

本会議・各常任委員会等の日程については、宮若市のホームページに掲載しています。
小さなお子さんをお連れの人は議場への入場はできませんが、庁舎内において親子一緒に視聴
できますので、議会事務局にお尋ね下さい。

次回の定例会は
12 月 2 日（水） 開会予定です。
皆さんの傍聴をお待ちしています。
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長
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間
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大
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一
郎

清
　水
　健
太
郎

弓

削

田

敬

神

谷

芳

之

浅
　尾
　加
奈
子

　初
め
て
議
員
と
し
て
６
月
の
予

算
議
会
、
そ
し
て
今
回
の
９
月
決

算
議
会
を
経
験
し
、
議
会
が
市
民

の
暮
ら
し
と
宮
若
市
の
将
来
に
深

く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。
予
算
で
は
「
こ

れ
か
ら
何
に
取
り
組
む
の
か
」、
決

算
で
は
「
行
っ
た
事
業
が
ど
う
生

か
さ
れ
た
の
か
」。
数
字
の
一
つ
ひ

と
つ
の
先
に
は
、
市
民
の
生
活
が

あ
り
ま
す
。

　議
会
広
報
の
編
集
委
員
と
し
て
、

議
会
で
の
議
論
や
決
定
を
、
で
き

る
だ
け
分
か
り
や
す
く
市
民
の
皆

さ
ま
に
お
伝
え
す
る
こ
と
を
大
切

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。「
読
ん
で

み
よ
う
」
と
思
っ
て
い
た
だ
き
、

「
議
会
で
こ
ん
な
こ
と
を
話
し
て
い

る
ん
だ
」
と
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
広
報
誌
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　市
民
の
皆
様
に
は
、
さ
ら
に
議

会
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

ま
た
ご
意
見
等
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
民
の
声
を
大
切
に
、
議
員
と
し

て
も
、
広
報
委
員
と
し
て
も
、
今

後
も
初
心
を
忘
れ
ず
宮
若
市
の
た

め
に
ま
っ
す
ぐ
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

竜
口
　浩
一
郎

ヒマワリ（原田） 
写真同好会提供

ヒガンバナ（犬鳴川河川公園） 
写真同好会提供

シゲミーランド 福丸盆踊り大会

わきたの里　敬老の日
劇団宮若レインボーカンパニー公演

第 1 回宮若仁義ある戦い
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